
よりも 母 が皆さんに再びお会いして 自 分で感謝の言葉をお

伝え出来るその日のために 頑 張ってもらいます。

先ごろ、母は '命の恩人Jクーベルシュミットさんに宛ててお

礼のハガキを書きました。リハビリ治療の後だったのでちょっ

と疲れていたようでしたが そ れでも窪える右手にベンを持

ち ひとこと「M●Ici b皿印pJと書きました。住所などは私が害

いて投西しました。

そして先週は ブ リオ会長ご夫妻に宛てて書きました。

母が書いた文面は 「ありがとうございます。おかげで入院中で

すが な かなか良くなりませんJだ ったと思います。いささか

ネガティブな表現ですが 母 なりに現状へのもどかしさ無念さ

を込めた文章なのでしょう。しかし、母の容態は確実に大きく

快方に向かっていることは確かです。

改めて 本 プラ会の皆さま 本 当にありがとうございまし

た。 (卸砂 年 5月 記 )
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掘集局註 :残 念ながら姥子幸子さんは去る3月 31日 早朝に 再 び脳額塞

の発作に塁われ 現在も東京の病院ですハピリを経続しておられます。一日

も早く快方に向かわれることをボブラ会一同 心 よりお祈りいたします。
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先ごろ 北 海道新聞社から 『大き (タイクン)の刀』を出版し

た。きょうはこれに関してお話したい。

革藩体制が崩壊し 天 皇による新政権が樹立されるという想

像を絶する混送時に そ れを潔しとしない寝本釜次FF(後 の武

揚)ら 日幕府勢力が激しく抵抗するが そ んな榎本に同調して

戦ったフランス軍人がいた、という事実に驚きを抱いていた。

いまから16年前の 1"1年  北 海道新聞の日曜版 「パリ 名画

のある風景Jの 取材でバリを訪れ オ ーヴェール在住の印象派

研究家 佐々木三雄 綾 子夫享に、案内してもらったが そ のタ

食かれかの時 ブ リュネの話になった。

ブリュネは籍館戦争を戦った 「甘い日のサムライJだ が とり

わけ絵がうましヽ それで印象派のビサD ゴ ッホ モ ネ、マネら

同時代に生きた印象派の口家たちと ひ ょつとして交渉があっ

たのではないか と 口を滑 らせてしまったのである。

佐々木さんは言下に

「それはないでしょう。フランス軍人はエリー ト中のエリー

ト ー 方の印象派画家は 後 にもてはやされたとはいえ 当 時

は名もない貧乏画家ばかり。ゴッホなんかはその典型Jと 述べ

た。そんな話からブリュネという人物に興味を抱いた。

1999年 別 の取材でフランスを訪れ ブ リュネの末喬宅を訪

ねて 3代 自のカ トリーヌ夫人と会い 同 席した 4代 目のエリッ

ク ブ リュネさんから 「タイクン拝領の刀Jが あると初めて教

えられた。送られてきた写真で日本刀が三振りもあるのを知

り 20r l年  ま たフランスヘ飛び そ こで初めて三振りの刀と

対面したのだった。
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刀は①大刀 ② 脇差 O短 刀の三振りだが Oは 素人目にも
わかる普通の大刀 し かし②は松前落の家枚入りの立派なも
の そ して0の 短刀は長さ41 5セ ンテ 刃 波り28 3セ ンチ

鞘は黒地に金色で花模様があしらわれており 鞘 の長さに長さ
11 5セ ンテの小束がついていた。



ブリュネが日本へ向かったのは慶応 2年 (1866年)。これより

先、幕府は強力な軍隊 (三兵
一歩兵 )を作ろうと、フランス公使

ロッシュに相談した。ロッシュはすかさず本国に打電し、派遣

が決まった。 フ ランス皇帝ナボレオン三世の命を受けたシャ

ノワンヌ団長以下 15人の軍人が日本へ向かうが、その副団長

砲兵隊長が砲兵中尉ジュニル ブ リュネだった.
一行は 18面年 11月 19日(慶応 2年 10月 13日)出発し 途 中、

列車と船を乗り継いで浦賀に到着したのは12月8日。西暦では

新年を迎えた 1月 13日、軍 日間の長旅だった。

この到着する3日前の12月5日に将軍職についたのが慶喜だ。

医喜が大政奉還し、ヽ 富壌を辞するのが翌蔑応 3年 10月 14日で

あり、鳥羽 伏見の戦いで賊軍とされ、謹慎するが顔応 4年 2月

12日 康 岡田が解約されるのが翌2月 13日だから、このわずか

1年2か月の短い、しかし激しく揺れ動く時期と軍事醸隠団の歩

みが、そのまま行合する。

“
青い日のサムライ ジュール プリュネの肖録酒

ブリュネちヨ事顧同団は到着早々、喜事訂練を開始した。こ

の訓練は成果を上げた。この間に孝明天皇が急逝する。親幕派
の天皇の死により反孫勢力が勢いを増しだした。

年が明けて慶喜は、延び延びになっていた将軍の外国使巨詞

見を 内 謁見と本記見にわけて行うことにし ロ ッシュに対し

てこの際、軍事顧P・3団とも会いたいと告げた。公使でもなかな

か会えないだけに、それを聞いたブリュネらは喜んだ。

詞見の模様が 『幕末維新外交史料集成』第一巻に記載されて

いる。ここで慶喜は各国使臣に対して兵庫開港を約束する。

シャノワンヌは幕府再建策を上程した。この時、ブリュネは慶

喜の許しを得て絵を描いている。

これまでの調査から私は ブ リェネが慶喜から 「タイクンの

刀Jを 貫ったのはこの時、と判断した。しかし刀を下賜したと

いう記録はどこにもなく、調査はすぐに行き話まった。ところ

が隷見時の資料を何度も読み返すうち、奇妙なことに気がつい

た。

フランスの場合 内 謁見には公債 水師提督 言 記官 それに

顧岡団3人の合計7人。「右公質へ被下J(くださる)「右水師提督
に絞下J「右害記宮銘々へ校下」と書いてあるのに 車 事顧岡田
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へのものはない。本語見に出席したのは17人で、下陽品に時服
10岩分と記されているので、本輝見の4人を除くと3人分足り

ないことになる。他の国の場合は数字がびつたりか、少し奈る

ほどだ。
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ジュール プ リェネめとを防れた合田―道さん(写真表).
左は同行の rEH丸 子系の会J会長 r14賢 吾さん

この表記から、蔑喜はフランス年事再同回 3人 に刀を渡した

にもかかわらず、そこに記載しなかったと推潤した。慶喜は幕

府陸軍を接える康円団に、感謝をこめて武士の魂 刀を贈った。

書かなかつたのは蓮摩と組んで幕府打顔を狙うイギリス公使

パースクを刺激しないため、と判断した。

この段階で、慶喜は手裏剣が得意という意外な一文に接し

た。「タイクンの刀Jに 手裏剣と見まどう小束がついていて、将

軍が持つにはどうか と 奇妙に思つていただけに 大いに驚き

刀剣鑑定人の小美濃満明さんに同行してもらい 如 ∝ 年春、ま

たもフランスヘ飛んだ。鑑定の結果、押し形も読め 15鋤 年代

の作品であり、タイクン拝領の刀に最も近い と 判断された。

私の推調は見事に外れたが い ま思い起こしてあの時、手基

剣の項目に心動かされなかったら、期査は行き話まつたまま

だったに選いない と 思う。

慶喜が兵庫開港を約束したので、幕府打倒を叫ぷ薩摩らはお

ののいた。震喜は兵庫開港と長州処分という二つの難題を持ち

出して朝廷に解決を追り、ついに効構を得た。

ナボレオン三世からアラビア馬 26頭 が廃喜に贈られた。こ

の時 3人 の軍人が同行したが、その中の 1人 飼 育伍長カズ

ヌープが後にブリュネと蝦夷地へ定ることになる。

残喜は幕府体制を改革し、建て直しを図るが、このころフラ

ンスの対日外交が変化しだし、 国 内も観幕の嵐が強まりだし

た。慶喜は政治体制を変えるallいて大政孝遷を上奏し 朝 廷は

効許した。

12月 7日(西暦 1868年 1月 l日)兵産開港。これと同時に朝廷

倒幕派岩倉具視らは巻き返しに出た。こ政復古を唱え 摂 政

関白、征東大将富などの官職を廃止し、慶喜の将富駿罷免 領

地の納地などを通告した。慶喜は大坂城にとどまったまま、動

かない。

薩摩の西郷隆盛らは、このままではせつかくのクーデターが

元の木阿弥になると恐れ 相 楽総三ち(後の赤報め に江戸市中

を機乱させる。幕府は激怒し 江 戸 三 日の薩藤藩邸を攻害さ

せる。この時、攻撃を指揮したのがブリェネだった。だがこの

攻撃が確摩に口実を与え 鳥 羽 ・伏見の戦いに運なっていく。

朝敵とされた慶喜を追ってロッシュはシャノワンヌやブリュ

ネとともに江戸域にのばり、抗戦を勧めるが 顔害は拒絶する。

やがて顧問回は解庭になった。

brl政府軍の江戸城攻めの直前、勝海舟 西 郷隆盛の会見によ  dans ie ch施 ,ud'Osaka

り江戸は戦火を免れるが 海 軍を専いる海軍副総裁の榎本は引 ヒ clan de Satstl na,avcc Salgo Takatnorl a sa tetc,
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|に残す。ブリュネは榎本に会って同行を決意し 皇 帝らに 3通   あ
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の便りを出してから、カズヌーブとともに決別の仮装ダンス

バーティに臨み、榎本のもとへたる。日本人武士の仮装でワル

ツを踊ったブリュネが腰に差していた刀こそ O大 刀ではな

かったか、と私は思っている。

プリュネは榎本脱走態隊とともに仙台へ赳くが、奥羽越列溝

同盟のflI台は恭順へ額いていた。ほ隊は目的地の蝦夷地へ向か

う。ブリュネが残した最後の絵が蝦夷地密ノ木に到着したほ隊

の絵,こ この間に、ブリュネのもとにフランス軍人が集まって

きて 10人になった。 寝 本は上方歳三に命して松前議を攻め落

とす。②脇差は、この松前攻めの時かと思われた。ところがこ

の刀は衛府の太刀と言つて、御所を守る時に藩主が腰につける

もので 調べていくと、この時、な前態主・8rAほ 病気で甥の数

千無 隆広)が代わつて上京していた。となると衛府の大刀は松

前にはない。思うに翌明治 2年 の新政府軍反壊の時、先鉢と

なった松前議がこの刀を旗印として持参し、奪われるか紛失し

た、と判断したい。

榎本は蝦夷島臨時政権を作り、入り札で総技に就任する。ブ

リュネは参課になり 防 衛の指揮をとつた。

翌年 4月 。新政府征前軍は蝦夷地に進撃を目おし、壮絶な戦
いになり、榎本軍はじだいに追い落められた。この間にブリュ

ネの腹心のカズヌーブとブラジーエが貞鶴した。寝本はプリュ

ネに脱出を勧めた。

5月 1日  ブ リュネは箱館に,泊 していたフランスのコエト

ローゴン号艦長に助けを求める便りを送った。
「戦いは敗れた。二人の負傷者を擁して危険にさらされてい

る。景下の助力を求む。衆億を辞されるならば、フランス砲兵

隊長の資格で私がすべての責任において部下に指令する。日本

の友人などに対しては心力境 むが、万事休したJ

ブリェネは箱館を脱出し、横浜へ着くが、公使ウトレーが激

怒して祖国に強制送還させる。しかしブリュネを待っていたの

はフランス国民の熱烈な歓迎だった。プリュネは裁判にかけら

れたが、辞職願いが出ており、法律上は休暇中の行為というこ

とで鷲責という軽い処分で済ん,こ 予憶役からすぐに復偏し兵

器工場の副工場長に。この直前、結婚したが、日本でいう仲人

はシャノワンヌだった。

ブリェネ家に伝わる 「タイクンの刀Jを 鑑定?する合国一道さん。
左はポブラ会のアラン ブ けオ会長
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ポブラ会晩家会での合日さん

1890年(明治 23年)日 本の天皇陛

下より勲二等旭日賞を受賞 5年 後

の 1895年(明治 鉢 年卜こんどはシャ

ノワンヌ デ シャルムと共に外国人
としては最高の勲二等瑞宝態を受け

た。推挙したのはかつての逆賊の総

帥榎本武場だった。

1898年(明治31年)シ ャノワンヌ

が陸軍大臣になると、ブリュネは

官房長官になる。シャノワンヌの脳

基に、日本を舞台に血潮をた首らせ

た者き日のプリュネの姿がこびりつ

いていたのだろう。

さて こ の講演会の直後 日 本歴史 日 本文化の研究家であ

リ ボ ブラ会会長でもある医師のアラン ブ リオさんから
「デシャルムもタイクンの刀を受け取ったという書籍を見たJ

と教えられた。

くわしい説明はここでは省くが、これがまた新しい議を生む

ことになり、あらためて調査に取りかかる事態となった。
「タイクンの刀」をめぐる物語はまだ終わつていない、と自分に

言い聞かせている。

●追記

先の原稿を書いて か なりの時FH5が経過した。しかし fタイ

クンの刀の難Jの 追跡はいまだに続いている。

1907年 退任。その4年後、亡くなった。72歳。 ブ リュネほ

混濁となっていく意戯の中で 鮮 烈な遺き日を思いL4していた

のではないか、と思う。
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●Addendum (o621109)
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そのひとつがタイクンから与えられたデシャルムについて、

本プラ会会長のアラン プ リオさんから驚くべき事実を叡示さ

れたこと。これについてはまだ調査が続いているので、いずれ

まとめて発表したいと思っている。

最近になって、プリェネにからむ日本人女性の存在が明らか

になった。これは小生の作品でも若千触れたのだが、その女性

がブリュネに激しい言葉を使いながら 切 々たる内容の便りを

送っていたのである。なぜ彼女はこんな言葉を使わねばならな

かったのか。カタカナ文字を見つめながら、考えている。

(21XD年6月 ) 呼 St10n Tradu“ ParAttn Sttot

Ⅲ
■い目のサムライ

Ⅲ
ジュール プ リュネのひ車に

多;象言え形島 プ
リュネさんと合田さん(右)

あIすす二車と充を言百=こと所を百意に系ブテ蚕言三S覇岳瓦亭裏石吾あ喜言チ |i                                                   エ リ,
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